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図 2:スケールされた運動量の和 ∑ sN-tN(i-1)+1(Ps-(P))の分布F(y)｡スケール指数はα-1.8｡図Ⅳ1/α
にはF(-y),(y<0)と 1-F(y),(y>0)の二つのグラフが､N -100000,1000000,10000000
の場合について､それぞれ措かれている｡サンプル数は1000000 Ⅳが増大するにつれ､分布は
収束していく｡分布のテールは～lyrα,(lyl≫1)なるベキ的な減衰を示す｡
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